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１ 目的 

  松山南高校のシンボルであるイチョウの色素を用いて、次世代のエネルギーとして期待され

ている色素増感型太陽電池を作成すること。 

 

２ 方法 

 ① 緑のイチョウの葉から色素を抽出する。       

 ② 導電性ガラスに酸化チタンを焼き付けて、     

  色素を吸着させる。 

 ③ もう一枚の導電性ガラスと重ねて、電池 

  を作る。 

 ④ ⑴色素の濃度を変える。⑵光の波長（色） 

を変える。 

                                               

３ 結果 

 ⑴ 色素の濃度を薄くすると、電池の寿命が延びる。 

 ⑵ 光の波長（色）は発電量に関係しない。 

 

４ 考察 

  クロロフィルの濃度が電池の寿命に関係する。また、発電までに時間がかかるのは酸

化チタンの粒子が小さく、ヨウ素電解質溶液（ヨウ化カリウム 0.5molとヨウ素 0.05mol

を混ぜたもの）が浸透していなかったと考えられる。光の波長（色）と発電量に相関関

係はなく、光の強さは弱くても発電が起こる。 

 

５ 結論 

  イチョウの色素には、疎水性の部分が含まれているが、色素の濃度を薄くすることで、

電池の材料として利用できる。 

  ヨウ素電解質溶液は、使用する量（体積）が多い方が発電効率を上昇させる。 

  作成から時間が経ってからの方がヨウ素電解質溶液が二酸化チタンに浸透するため発

電量は大きくなった。 
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